
「パターン認識と機械学習」 
1-5-5  回帰のための損失関数 

新納浩幸 



回帰問題の損失関数 
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最適解 

先の式は変分法で解ける（未確認） 
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回帰関数 



損失関数の最小値 
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回帰問題への３つのアプローチ 

)|( xtE（１）  ),( tp x を解き、  を求める  

)|( xtE（２）  )|( xtp を解き、  を求める  

)(xy（３）  データから直接  を求める  

難しさの順は (1),(2),(3) 


